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氏および和田氏によって行われた｡ 松原氏は- ミル トニア ンを




Vk = - Vo
ad+kd
とす る ｡ これは後の数値計算を便利にす るためである｡この引力の中心がラ
ンダムに分布しているとして 1体のグリーン関数
1 A
Gk(Z) = < Olakてこ訂 ak 川 >
を グ ラフを用 いて 計算する｡適 当なグラフをとると
ak(a) 1-甲V k




高 野 文 彦
となるが,上のようなポチソU ヤ)i/のときはこの方程式になることが分り,
数値計算が容易になる｡ これを用いて状態密変関数や conductirity
tensorが濃度 pの関数として求められる｡ とくに mObilityはpの小さ
｣
いときは ∨官 に比例し,大きくなるとp Sになる (Charged impもrity
に よる散乱の特徴)ことが分った｡ またホール係数は全濃度を通 じて,また
フェル ミ面の位置によらず常に負になることが示 された｡
和田氏はややちがった方法で ホー ル 係数の計算を報告し,やはり常に負で
あることを示 した｡このことの物理的な原観については,多くの人 々によっ
て議論 されたが,はっきりした結論が出なかった｡ これが近似のためなのか,
それとも聞題に本質的なことなのかは将来興味ある問題になりそうである｡
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